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藤田 班員 古屋哲夫 飛鳥井雅道 落合弘樹 斎藤希
藤井 史 佐々木克 塚本明 藤井譲治 水野直樹 安冨
仙田 歩 山室信一 山本有造 横山俊夫 (以上所内)
塚本 1993年
藤井 1月18日 員原益軒と ｢ひとの国｣横山 俊夫
母利 2月15日 古代 ･中世東アジア世界の貨幣的構
横田 造連関 安富 歩


















10月4日 ある大陸浪人の伝記 斎藤 希史
10月18日 打合せ 全員








































班員 飛鳥井雅道 宇佐美暫 大浦康介 落合弘
樹 佐々木克 鈴木啓司 富永茂樹 藤田陸別 斎
藤希史 (以上所内) 池田浩士 加藤幹郎 木村崇
三原弟平 若島正 松田清 (以上総合人間学部)
生田美智子 須田千里 (光華女子大) 谷川恵一
(高知大) 林完枝 (大阪市大) 米井力也 平田
由美 藤元優子 松村耕光 (以上大阪外大) 堀田
桂子 (民博大学院) 清田秀 (神戸大大学院)








班員 山本有造 安富歩 (以上所内) 木村光彦
(帝塚山大) 平井広一 (北星学園大) 松本俊郎



















































班員 佐々木克 飛鳥井雅道 落合弘樹 塚本明
藤井議治 (以上所内) 青山忠正 (大阪商業大)
池田宏 (滋賀県立図書館) 奥村弘 (神戸大) 小
股憲明 (大阪女子大) 勝部真人 (大阪教育大付高)
報
鈴木祥二 (立命館大) 鈴木栄樹 (京都薬大)
谷山正道 (天理大) 辻 ミチ子 (京都文化短大)

































班員 大浦康介 宇佐美奔 斎藤希史 鈴木啓司
(以上所内) 田口紀子 吉田城 (以上文学部)
多賀茂 (総合人間学部) 石田英敬 (東戻大) 大
石雅彦 (同志社大) 小西嘉幸 (大阪市大) 小山
俊輔 (立命館大) 丹治恒次郎 (関西学院大) ピ
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班員 田中雅一 井狩禰介 佐々木博光 鈴木啓
司 谷泰 富永茂樹 藤田陸別 (以上所内) 松田
素二 (文学部) 菅原和孝 (総合人間学部) 青木
恵理子 (民族学振興会) 阿部泰朗 (大手前女子大)
大越愛子 (近畿大) 大塚和夫 (都立大) 小田
亮 (桃山学院) 春 日直樹 (奈良大) 川村邦光
松村一男 (以上天理大) 栗本英世 小島谷有紀
田辺繁治 吉田憲司 (以上氏博) 滝口直子 (大谷
学 報

























10月4日 暴力 ･贈与 ･共同体 小田
10月18日 アニュワーヌエル関係の現代的展開 :
民族間関係と外部勢力 栗本
















班員 谷泰 田中雅一 藤田陸別 (以上所内)細
馬宏通 (理学部) 菅原和孝 (総合人間学部)北村
弘二 (弘前大) 木村大治 (福井大) 串田秀也
(大阪教育大) 高畑由起夫 (鳴門教育大) 野村
直樹 (名古屋女子商科大) 沢田昌夫 (山口大)野
村雅一 (国立民族学博物館) 早木仁成 (神戸学院














































班員 宇佐美奔 大浦康介 阪上孝 鈴木啓司
(以上所内) 小林満 田口紀子 吉田城 (以上又
学部) 多賀茂 松島征 (以上総合人間学部) 相
木隆雄 上倉庸敬 (以上大阪大) 山田広昭 吉田
典子 (以上神戸大) 内藤高 山路龍天 (以上同志
社大) 相木加代子 (京都市芸大) 小西嘉幸 (大
阪市大) 小山俊輔 (立命館大) 島本院 (帝塚山
学院大) 丹治恒次郎 (関西学院大)ピェ-ル･ドゥ
ヴォ- (甲南女子大) 中井敦子 (徳島大) 丸岡






























班員 前川和也 佐々木博光 田中雅一 横山俊
夫 (以上所内) 服部良久 夫馬進 南川高志 (以
上文学部) 川島昭夫 (総合人間学部) 阿河雄二
郎 脇田晴子 (以上大阪外大) 井上浩一 大黒俊
二 (以上大阪市大) 川北稔 江川温 (以上阪大)
川本正知 (奈良産業大) 小山哲 (島梶大) 鈴木
利章 (神戸大) 波多野敏 (京都学園大) 早川良
弥 (梅花女子大) 三成美保 (大阪経法大) 森明












































班員 阪上孝 富永茂樹 大浦康介 上野成利
答』 小山 光永雅明 (以上所内) 浅田彰 (経済研) 木崎喜
5月18日 大ざつしよの持主 横山 代治 (経済学部) 小川伸彦 (文学部) 石井三記
25日 ローマ帝政時代の騎士身分 南川 (東海大学) 市田良彦 (大阪女子大) 小西嘉幸



























































班員 荒牧典俊 井狩禰介 藤井正人 船山徹
山下正男 (以上所内) 徳永宗雄 御牧克巳 (以上
文学部) 赤松明彦 (九州大) 永ノ尾信悟 土田
龍太郎 横地優子 (以上東京大) 榎本文雄 (華頂
短大) 狩野恭 黒田泰司 八木徹 (以上大阪学院
短大) 後藤敏文 後藤純子 伏見誠 (以上大阪大)
島岩 (金沢大) 正信公章 渡瀬信之 (以上東海大)
高島淳 (東外大AA研) 竹中智泰 (常葉学園大)
中谷英明 (神戸学院大) 林隆夫 (同志社大) 引
田弘道 (愛知学院大) 矢野道雄 (京都産大) 松
田祐子 (国際仏教大) 乙川文英 杉田瑞枝 山下
勤 (以上京都大D.C.) 梶原三恵子 (大阪大 D.
C.)




















班員 山下正男 井狩禰介 (以上所内) 足立幸
- 1 2 3 -
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男 (総合人間学部)小越義雄 川浜昇 田中成明
山本克己 山本敬三 (以上法学部) 浜野研三 (文
学部) 阿部昌樹 (大阪市大) 今井弘道 (北大)
植松秀雄 江口三角 (以上岡山大) 亀本洋 (金沢
大) 玉木秀敏 (大阪学院大) 中山竜一 (近畿大)
服部高宏 (国学院大) 平井亮輔 (京都工繊大)平
野仁彦 (三重大) 深田三徳 (同志社大) 松浦好
檎 (大阪大) 森際康友 (名古屋大) 山本顕治
(滋賀大) 若松良樹 (東和大) アスキュー ･デ
イビッド 植木-幹 樺島博志 那須耕介 ノッテ




























































































































注を自杉悦雄 ･黄蘭期･福田美穂 ･中島長文 ･大平
桂一 ･橋本敬造,『哲匠録』垂山の校補 ･語注を外
村中･森村謙一 ･小林清市がそれぞれ塘嘗した｡




幸漢障唐の文物資料 班長 砺波 護
本研究班では昨年に引き続き,隔週水曜日の研究
会で出土文物に関する範囲の研究発表が行われた｡













































客 員 部 門
















班員 井狩蒲介 上野成利 宇佐美斉 大浦康介
阪上孝 佐々木克 佐々木博光 鈴木啓司 田中雅
一 谷泰 富永茂樹 藤井正人 藤田陸別 前川和









6月1日 社会 (思想)史をどう書くか 光永






















































古屋 哲夫 古代中国における説話伝承の研究 小南 一郎
飛鳥井雅道 東林党の研究 小野 和子
佐々木 克 原始儒教起源論 荒牧 典俊























































































































































所 員 動 静
･荒井 健 (東方部)教授は,停年退官 (3月31日
付),京都大学名誉教授の称号を授与 (4月1目
付)0
･阪上 孝 (西洋部)教授を当研究所所長及び附属
東洋学文献センター長に併任 (4月1日～1995年
3月31日)｡
･山田慶鬼国際日本文化研究センター教授は,併任
教授 (西洋部)0(比較文化研究部門,4月1日～
1994年3月31日)0
･岸本美緒東京大学助教授は,併任助教授 (東方部)0
(比較文化研究部門,4月1日～1994年3月31日)｡
･砺波 護 (東方部)教授は,文学部教授に配置換
(4月1日付),併任教授 (4月1日～1994年3月
31日)0
･宇佐美 秀 (西洋部)助教授は,教授に昇任｡
･藤井正人大阪大学文学部助手は,当研究所助教授
(西洋部)に昇任｡
･矢木 毅氏を助手 (東方部)に採用｡
･上野成利氏を助手 (西洋部)に採用 (以上4月1
日付)0
･水野直樹助教授 (日本部)は,1992年8月10日伊
丹発,スタンフォード大学,ハーバード･エンチ
ン研究所に於いて朝鮮近代史,東アジア関係史に
関する研究及び研究資料蒐集を行い,9月7日帰
国｡
･粛藤希史助手 (日本部)は,1992年8月28日伊丹
発,北京大学に於いて中国文学理論史に関する研
修及び研究資料蒐集を行い8月11日帰国｡
･谷 泰教授 (西洋部)は,1992年12月23日成田発,
ミラノ大学に於いてイタリア･サンドリオ周辺で
の民族学的調査及び研究資料蒐集,マンチェスター
大学に於いて研究論文発表のための打ち合わせを
行い,1月10日帰国｡
･田中 淡助教授 (東方部)は,1月8日伊丹発,
客家土棲,姑捜塔,開元寺等に於いて中国の古建
築調査及び研究資料蒐集を行い,1月17日帰国｡
･小野和子教授 (東方部)は,3月19日伊丹発,寧
波大学,上海図書館に於いて1993年漸東学術国際
報
研究討論会出席及び東林覚に関する研究資料蒐集
を行い,3月31日帰国｡
･佐々木博光助手 (西洋部)は,文部省在外研究員
旅費により,3月25日成田発,マックス-ブラン
ク研究所に於いてドイツにおける種族意識の形成
過程に関する研究を行い,1994年1月24日帰国｡
･田中雅一助教授 (西洋部)は,国際協力事業団負
担により,4月8日伊丹発,ゴール,コロンボ水
産省に於いて漁村の調査及び調査報告を行い,4
月29日帰国｡
･横山俊夫助教授 (日本部)は,5月30日伊丹発,
チュ-ビンゲン大学日本文化研究所に於いて ｢日
本の礼法｣に関する講義を行い,7月4日帰国｡
･前川和也教授 (西洋部)は,文部省国際研究集会
派遣研究員旅費及び人文科学研究協会負担により,
6月30日伊丹発,ライデン大学に於いてシュメー
ル農業研究グループ集会出席 ･報告,大英博物館
に於いてシュメール学に関する研究調査及び研究
資料蒐集を行い,7月24日帰国｡
･桑山正進教授 (東方部)は,7月4日伊丹発,ヘ
ルシンキ大学ポルタニア校舎に於いて南アジア考
古学者ヨーロッパ協会第12回国際集会出席,ヴィ
クトリア･アルバート博物館に於いてガンダーラ
彫刻に関する研究資料蒐集を行い,7月14日帰国｡
･谷 泰教授 (西洋部)は,7月18日伊丹発,仏社
会科学高等研究院歴史研究センター,パリ高等研
究院, ミラノ大学に於いて人 ･家畜間関係につい
ての文献資料蒐集及び調査を行い,8月19日帰国｡
･田中 淡助教授 (東方部)は,委任経理金により,
8月22日伊丹発,香港大学に於いて第34回アジア
北アフリカ国際会議出席及び食物史に関する研究
資料蒐集を行い,8月28日帰国｡
･小南一郎教授 (東方部)は,9月2日伊丹発,中
国社会科学院文学研究所に於いて1993･中国古代
小説研討会にて論文発表を行い,9月12日帰国｡
･曽布川 寛助教授 (東方部)は,9月4日伊丹発,
龍門石窟研究所,駅西省歴史博物館,兵馬桶坑博
物館等に於いて龍門石窟1500周年国際学術討論会
出席及び中国美術に関する研究資料蒐集を行い,
9月24日帰国｡
･横手 裕助手 (東方部)は,文部省科学研究費補
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助金により,9月9日成田発,上海白雲観,杭州
抱朴道院,金華山等に於いて道教に関する調査及
び研究資料蒐集を行い,11月11日帰国｡
･荒牧典俊教授 (東方部)は,9月29日伊丹発,イ
ンド国際センターに於いて ｢環境問題及び儒教の
貢献｣シンポジウムに出席し,10月8日帰国｡
･桑山正進教授 (東方部)は,10月22日成田発,タ
フテバヒ遺跡,スワート寺院,シンガポール国立
大学等に於いてガンダーラ遺物及びガンダーラ仏
教に関する調査及び研究資料蒐集を行い,11月19
日帰国｡
･稲葉 穣助手 (東方部)は,11月5日成田発,ス
ワート寺院,ペシャーワル大学,タキシラ遺跡等
に於いて仏教寺院及びタキシラ遺跡に関する遺跡
調査ならびに初期イスラム時代に関する写本及び
遺物調査を行い,11月21日帰国｡
･田中雅一助教授 (西洋部)は,委任経理金により,
11月6日伊丹発,マドラス大学,タミル大学,デ
リー 大学に於いて寺院儀礼と家庭祭把の供物の人
学 報
類学的研究を行い,12月16日帰国｡
･横山俊夫助教授 (日本部)は,11月14日伊丹発,
ウィーン大学,国立工芸美術館,ブリギッテナウ
国民大学校等に於いて1873年ウィーン万博に関す
る資料調査及び学術情報交換等を行い,11月23日
帰国｡
･狭間直樹教授 (東方部)は,11月22日伊丹発,広
東大慶ホテル,新会学術会議場,南海学術会議場
に於いて ｢戊成后康有力梁肩超与維新派｣国際学
術研討会に参加し,11月27日帰国｡
･奈藤希史助手 (日本部)は,11月21日伊丹発,広
東大庭ホテル,新会学術会議場,南海学術会議場
に於いて ｢戊成后康有力梁肩超与維新派｣国際学
術研討会参加,香港中文大学に於いて中国近代文
学に関する研究資料蒐集を行い,12月1日帰国｡
･高田時雄助教授 (東方部)は,11月24日伊丹発,
北京大学,新責ウイグル自治区文化庁に於いて新
責出土寓本に関する研究資料蒐集を行い,12月24
日帰国｡
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